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ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト 

１
年
男
子
生
徒
（
宮
内
中
出
身
） 

 

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
は
、
人
間
に
そ
っ
く
り
な
ロ

ボ
ッ
ト
だ
。
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た
り
で
き

る
。
私
が
今
回
の
Ｔ
Ｓ
Ｔ
で
実
際
に
見
た
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
の
製
作
者
で
あ
る
大
阪
大
学
の
石
黒
教

授
は
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
製
作
を
通
し
て
「
人
間
と

は
何
か
」、「
心
と
は
何
か
」
を
研
究
し
て
い
る
と

い
う
。 

 

現
在
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
接
客
や
モ
デ
ル
と
し

て
現
実
に
活
躍
し
始
め
て
い
る
。
今
後
は
も
っ
と

私
達
の
生
活
に
身
近
な
存
在
に
な
る
だ
ろ
う
。
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
が
普
及
す
れ
ば
私
達
の
生
活
は
一

層
便
利
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間

違
え
な
い
た
め
に
も
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
存
在
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
る
必
要
性
を
感
じ

た
。 

 
 

つ
く
ば
・
横
浜
研
修
を
終
え
て 

２
年
理
数
科
男
子
生
徒
（
小
国
中
出
身
） 

 

今
年
度
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
で
、
２
年
理
数
科

４０
名
で
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

一
・
二
日
目
は
主
に
つ
く
ば
を
巡
り
、

様
々
な
理
数
分
野
の
最
先
端
技
術
を
見
学

し
ま
し
た
。
特
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
見
学
ツ
ア
ー

で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
変
遷
の
歴
史
や
現
代
の
宇

宙
施
設
に
関
し
て
使
わ
れ
て
い
る
技
術
を

学
び
、
知
ら
な
い
世
界
に
何
度
も
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。 

 

三
日
目
は
研
修
先
を
横
浜
に
移
し
、
全
国

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
を
見
学
し
ま
し

た
。
全
国
の
舞
台
だ
け
あ
っ
て
、
ど
の
ポ
ス

タ
ー
・
口
頭
発
表
で
も
洗
練
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。 

 

い
ず
れ
の
研
修
や
発
表
も
と
て
も
有
意

義
な
も
の
で
あ
り
、
私
達
の
研
究
、
さ
ら
に

は
将
来
の
選
択
肢
ま
で
広
が
る
よ
う
な
良

い
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

全
国
生
徒
研
究
発
表
会 

３
年
理
数
科
代
表
男
子
生
徒
（
米
沢
二
中
出
身
） 

 

猛
暑
日
が
続
く
八
月
の
初
め
、
私
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
催
さ
れ
た
全
国
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
開
始
と
同
時
に
い
き
な
り

審
査
員
の
方
々
に
よ
る
審
査
が
始
ま
り
戸
惑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
回
数
を
重
ね
慣
れ
て
く
る
こ
と
で
、
し

っ
か
り
自
分
の
研
究
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
何
の
賞
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
悔
し
さ
と
申

し
訳
な
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
同
時
に
上
位
入
賞
者

の
研
究
と
の
格
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。
未
来
の
三
年

理
数
科
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
受
験
勉
強
の
時
間
を
削
っ
て
横
浜
ま
で
手
伝
い

に
来
て
く
れ
た
三
人
と
、
今
ま
で
御
指
導
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ＦＳコース コース別講義・研修先 人数

Ａ 人間社会とロボット

日本科学未来館

19

Ｂ 人間生活と化学 20

Ｃ 工学と医療 37

Ｄ 伝統野菜へのサイエンスアプローチ 食と農の科学館・筑波実験植物園 14

Ｅ つながりの科学 (独)情報通信研究機構 22

Ｆ 出版と技術の歴史 印刷博物館 4

Ｇ アートを科学する 東京芸術大学他 14

Ｈ スポーツ・保健とライフサイエンス 筑波大学スペック 33

Ｉ 社会と科学 国立歴史民俗博物館 27

Ｊ 英語発音と科学 国立科学博物館 10

１日目（７／２２火） ２日目（７／２３水）

6:30 本校発（5:20今泉他） 7:00 朝食

（バス等で移動・昼食） （コース別に宿泊先出発）

13:00 国立科学博物館研修 ＦＳコース別講義・研修

17:00 （バスで移動・夕食） 12:00 （昼食・バスで移動）

18:00 宿泊先到着・事後学習 18:00 本校着（19:00赤湯他）

 夏、本校では１年生が「東京サイエンスツアー（ＴＳＴ）」、２年理数科が「つくば･

横浜サイエンス研修」を行う。東京サイエンスツアーでは広く科学への興味･関心を高め、

科学する心の涵養を図る。つくば･横浜サイエンス研修では、科学への興味･関心を一層

高め、サイエンスキャリア形成の醸成を図る。横浜で開催されるＳＳＨ生徒研究発表会

に参加し、他校の取り組みに触れることで、その意識水準の昂揚を図っている。 

つくば・横浜サイエンス研修 

東京サイエンスツアー 

Ｓ Ｓ Ｈ生徒研究発表会 
 横浜で開催されたＳＳＨ生徒研究発表会には、３

年生代表生徒は発表者として、２年生理数科は今年

度末の自身の発表を見据えた研修として参加した。 

全国の生徒の前で積極的に質問する本校生 本校３年代表生徒によるポスターセッション 

つくば･横浜サイエンス研修（ＪＡＸＡにて） 

日本科学未来館にてインタープリターに積極的に質問（ＴＳＴ） 


